
第３３４号 ２０２４年（令和６年）　８月１０日（土曜日） （１０）（平成９年 11 月５日第３種郵便物認可）

レ
タ
ン
と
高
反
発
ウ
レ
タ
ン

の
層
を
組
み
合
わ
せ
、
体
動

し
や
す
い
硬
さ
を
維
持
す

る
。

　

ま
た
、
独
自
の
六
角
形
ス

リ
ッ
ト
加
工
を
マ
ッ
ト
レ
ス

全
体
に
施
す
こ
と
で
肩
や
腰

を
優
し
く
包
み
込
み
、
体
圧

分
散
性
を
向
上
。
寝
返
り

13
％
で
、
一
方
、「
在
宅
」

は
利
用
者
36
％
、
未
利
用
者

29
％
と
な
り
、
歩
行
器
利
用

者
の
在
宅
継
続
率
が
高
か
っ

た
。

　
「
介
護
保
険
の
福
祉
用
具

貸
与
の
利
用
実
績
を
み
る

と
、
当
初
は
ベ
ッ
ド
や
車
い

す
の
利
用
が
多
か
っ
た
が
、

近
年
は
手
す
り
、
歩
行
器
な

ど
自
立
支
援
の
た
め
の
機
器

の
利
用
が
進
ん
で
い
る
」
と

松
本
氏
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
、
電
動

ア
シ
ス
ト
歩
行
器
や
移
乗
サ

ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト
、
見
守
り

セ
ン
サ
ー
な
ど
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
き
た
と
話
す
。

　

今
後
、
大
学
内
に
は
、
福

祉
用
具
の
効
果
検
証
の
た
め

の
実
験
室
を
設
置
し
、
居
室

や
階
段
、
ス
ロ
ー
プ
、
ト
イ

レ
な
ど
の
生
活
空
間
で
の
福

祉
用
具
の
実
証
検
証
を
進
め

る
。
そ
の
一
方
で
、
福
祉
用

具
の
効
果
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得

る
た
め
の
最
適
な
調
査
項
目

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
。

　

東
京
理
科
大
学
先
進
工
学

部
の
松
本
吉
央
教
授
は
、
筑

波
大
学
田
宮
菜
奈
子
教
授
と

の
共
同
研
究
で
、
２
０
０
７

年
か
ら
５
年
間
、
歩
行
器
の

貸
与
サ
ー
ビ
ス
を
半
年
以
上

利
用
し
た
在
宅
高
齢
者
の
状

況
を
調
査
し
た
。
同
期
間
、

福
祉
用
具
未
利
用
者
の
調
査

も
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年
後

の
状
況
を
対
比
し
た
。
歩
行

器
の
利
用
者
は
福
祉
用
具
未

利
用
者
に
比
べ
て
、
５
年
後

の
入
院
率
・
施
設
入
所
率
は

低
く
、
在
宅
率
が
高
い
傾
向

が
あ
っ
た
。

　

対
象
者
は
、
要
介
護
２
に

認
定
さ
れ
た
と
同
時
に
歩
行

器
の
利
用
を
開
始
し
５
年

間
、
レ
ン
タ
ル
し
続
け
た
在

宅
高
齢
者
８
万
５
４
５
３
人

と
、
同
期
間
、
福
祉
用
具
未

利
用
の
在
宅
高
齢
者
。
５
年

後
、「
死
亡
ほ
か
」
は
、
歩

行
器
利
用
者
と
未
利
用
者
と

も
に
43
％
で
変
わ
ら
な
か
っ

た
が
、「
入
院
ほ
か
」
は
利

用
者
11
％
、
未
利
用
者
14
％

と
未
利
用
者
が
多
か
っ
た
。

同
様
に
、「
施
設
入
所
」
は

利
用
者
10
％
、
未
利
用
者

床
ず
れ
防
止
か
ら
自
立
ま
で
支
援

マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
充
実

イノアックリビング 23
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査

介
護
職
員
の
離
職
率
過
去
最
低
13・１
％

歩
行
器
レ
ン
タ
ル
で
在
宅
率
向
上

東
京
理
科
大
学
松
本
教
授
ら
の
研
究

在
宅
の
褥
瘡
ケ
ア
を
施
設
水
準
へ

栄
養・リ
ハ・褥
瘡
用
具
の
介
入

東京理大の研究室で松本教授

第26回日本褥瘡
学会学術集会
9月6日 （金） ～7日 （土）

特 集

リバーシブル PROマットレス

ファセットケアマットレス

独自の六角形スリットが動き
やすさと体圧分散を実現

身体の状態に応じて両面を
使い分けられる

　

―
―
大
会
に
か
け
る
思
い
は
。

　

日
本
褥
瘡
学
会
設
立
か
ら
25
年
が

経
過
し
た
。
学
術
的
に
も
大
き
く
発

展
し
「
治
療
」「
予
防
」
の
時
代
を

経
て
、
こ
れ
か
ら
は
褥
瘡
に
つ
い
て

リ
ハ
ビ
リ
や
栄
養
な
ど
に
配
慮
し
な

が
ら
、
在
宅
で
も
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
大
会
長
は
、
医
師
（
皮

膚
科
、形
成
外
科
な
ど
）、看
護
師（
皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）、
薬

剤
師
、
栄
養
士
な
ど
の
専
門
領
域
を

広
げ
な
が
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
が
今

回
、
大
会
長
と
し
て
は
初
め
て
理
学

療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）
が
大
任
を
仰
せ
つ

か
っ
た
。

　

褥
瘡
で
も
、
生
活
に
寄
り
添
う
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
多
く
の
専
門
職
と
連
携
し

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。

　

―
―
介
護
施
設
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

た
と
え
ば
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
で
も
褥
瘡
に

関
す
る
加
算
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、

少
な
か
ら
ぬ
施
設
で
予
防
・
治
療（
管

理
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

介
護
保
険
制
度
創
設
当
初
の
特
養
で

の
褥
瘡
ケ
ア
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
、

大
き
な
進
歩
だ
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
栄
養
改
善
の
取
組
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
提
供
で
き
始
め
た
こ
と

と
、
高
機
能
な
エ
ア
マ
ッ
ト
や
車
い

す
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
開
発
さ
れ
、
圧
分

散
や
正
し
い
姿
勢
保
持
が
で
き
る
よ

う
に
福
祉
用
具
が
進
歩
し
た
こ
と
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
力
ず
く
の

介
護
に
よ
る
ズ
レ
か
ら
の
ス
キ
ン
ト

ラ
ブ
ル
防
止
で
も
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
ケ
ア
（
持
ち
上
げ
な
い
介
護
）
の

普
及
に
よ
る
効
果
も
大
き
い
だ
ろ

う
。

　

介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

の
生
活
が
そ
こ
に
あ
り
、リ
ハ
ビ
リ
・

栄
養
・
福
祉
用
具
な
ど
が
適
切
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
大
会
で
は
、
栄
養
に
関
す
る

テ
ー
マ
を
６
本
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
お
む
つ
な
ど
の
湿
潤
環
境
で
の

排
便
管
理
や
、
全
人
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
よ
り
、
寝
た

き
り
に
さ
せ
な
い
フ
レ
イ
ル
予
防
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
多
職
種
連
携
が

求
め
ら
れ
る
か
な
ど
の
発
表
も
あ

る
。

　

一
例
と
し
て
、
栄
養
は
褥
瘡
リ
ス

ク
と
も
関
連
が
深
い
と
さ
れ
て
い

る
。
一
般
的
に
は
低
栄
養
が
原
因
で

そ
の
改
善
に
向
け
た
も
の
が
有
名
だ

が
、
そ
の
一
方
の
施
設
内
で
栄
養
管

理
が
さ
れ
た
結
果
、
摂
取
量
が
消
費

量
を
超
過
し
、
肥
満
に
な
る
こ
と
に

よ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
見
落
と
さ

れ
が
ち
で
あ
る
が
摂
取
量
と
消
費
量

（
使
用
量
）
で
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

―
―
在
宅
介
護
で
の
多
職
種
連
携

に
よ
る
褥
瘡
予
防
の
取
組
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

24
時
間
体
制
で
夜
勤
職
員
の
ケ
ア

が
受
け
ら
れ
る
施
設
に
比
べ
、
在
宅

の
夜
間
は
家

族
が
ケ
ア
を

す
る
こ
と
が

多
い
。
特
に

褥
瘡
リ
ス
ク

の
あ
る
人
に

は
２
〜
３
時

間
お
き
に
体

位
変
換
を
す

る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
家

族
介
助
者
の

負
担
が
大
き

く
「
在
宅
で

は
褥
瘡
を
予

防
（
治
療
・

管
理
）
で
き

な
い
」
と
さ

れ
て
き
た
と

考
え
て
い

る
。

　

し
か
し
、

現
在
で
は
、

介
護
保
険
福

祉
用
具
レ
ン

タ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
動
で

体
位
変
換
を
し
て
く
れ
る
高
機
能
エ

ア
マ
ッ
ト
を
比
較
的
安
価
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
新
の
も
の

で
は
温
度
・
湿
潤
管
理
ま
で
自
動
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
手
に
よ
る

体
位
変
換
で
は
本
人
・
介
助
者
と
も

に
安
眠
が
妨
げ
ら
れ
、
睡
眠
不
足
に

陥
る
課
題
が
あ
っ
た
が
、
全
自
動
の

エ
ア
マ
ッ
ト
で
は
こ
の
課
題
も
解
決

し
た
。
こ
う
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活

用
に
よ
り
施
設
と
の
ケ
ア
環
境
の
格

差
は
少
し
ず
つ
埋
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
訪
問
看
護
を
利
用
す

る
こ
と
で
創
傷
の
管
理
・
処
置
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
部
地
域
で

は
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

（
Ｗ
Ｏ
Ｃ
ナ
ー
ス
）
と
連
携
が
で
き

る
場
合
も
あ
る
。

　

リ
ハ
職
の
役
割
も
大
き
い
。
リ
ハ

職
の
養
成
が
進
む
中
で
、
一
昔
前
の

「
病
院
内
の
リ
ハ
職
」か
ら「
地
域（
介

護
現
場
）
に
出
て
い
く
リ
ハ
職
」
が

当
た
り
前
に
な
り
、
格
段
に
褥
瘡
予

防
や
治
療
に
取
組
み
や
す
く
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

―
―
学
術
集
会
の
Ｐ
Ｒ
と
読
者
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
学
術
集
会
は
対
面
で
の
開

催
を
基
本
と
し
、
教
育
講
演
や
一
般

演
題
発
表
、ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

企
業
展
示
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定

し
て
い
る
。
一
部
を
除
き
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
（
10
月
末
ま
で
）
も
予
定

し
て
い
る
。
介
護
施
設
・
在
宅
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
、
気
づ
き
の
多
い
学
術
集
会
と
な

る
と
考
え
て
い
る
。
奮
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

第
26
回
日
本
褥
瘡
学
会
学
術
集
会
（
兵
庫
県
姫
路
市
・
ア
ク
リ
エ
ひ

め
じ
）
が
「
次
代
に
向
か
う
褥
瘡
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
９
月
６
日
、
７

日
に
開
催
さ
れ
る
。会
場
／
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
よ
る
開
催
に
よ
り
、

同
時
間
帯
の
演
題
に
も
後
日
視
聴
参
加
で
き
る
。
大
会
長
の
日
髙
正
巳

氏
（
兵
庫
医
科
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
）
に
聞
い
た
。

大会長

日髙正巳氏
兵庫医科大学

リハビリテーション学部教授

　

イ
ノ
ア
ッ
ク
リ
ビ
ン
グ

（
東
京
都
品
川
区
、
神
谷
秀

幸
社
長
）
は
床
ず
れ
の
予
防

か
ら
再
発
予
防
ま
で
を
支
援

す
る
福
祉
用
具
を
幅
広
く
展

開
し
て
い
る
。

　
「
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
Ｐ
Ｒ
Ｏ

マ
ッ
ト
レ
ス
」
は
、
や
わ
ら

か
さ
の
異
な
る
２
種
の
ウ
レ

タ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
ウ
レ

タ
ン
マ
ッ
ト
レ
ス
。
床
ず
れ

リ
ス
ク
中
等
度
か
ら
再
発
予

防
ま
で
１
枚
で
対
応
で
き

る
。

　

低
反
発
面
（
白
）
は
体
圧

分
散
に
適
し
て
お
り
、
床
ず

れ
発
生
リ
ス
ク
中
等
度
ま
で

対
応
す
る
。
ソ
フ
ト
に
体
を

包
ん
で
支
え
る
超
高
密
度
低

反
発
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
を

採
用
し
、
長
時
間
で
も
安
定

し
て
体
圧
を
分
散
す
る
。

　

自
立
支
援
を
促
す
高
弾
性

面
（
オ
レ
ン
ジ
）
は
弾
力

の
あ
る
高
弾
性
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
、
硬
す

ぎ
ず
、
痩
せ
た
人
の
身
体
も

優
し
く
支
え
る
。

　

価
格
は
９
万
９
０
０
０
円

（
税
込
）。
貸
与
マ
ー
ク
「
床

ず
れ
防
止
用
具
」取
得
済
み
。

運
動
機
能
の
維
持
と

床
ず
れ
対
策
を
両
立

　
「
フ
ァ
セ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ッ

ト
レ
ス
」
は
床
ず
れ
リ
ス
ク

軽
度
か
ら
中
等
度
ま
で
対
応

可
能
。
内
部
は
３
層
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
構
造
で
、
低
硬
度
ウ

を
す
る
際
は
、
支

持
層
（
下
層
）
の

反
発
性
の
高
い
素

材
が
身
体
を
起
こ

し
、
ス
ム
ー
ズ
な

寝
返
り
を
支
援
す

る
。
少
し
で
も
自

分
の
力
で
動
く
こ

と
で
、
寝
た
き
り

を
防
ぐ
ベ
ッ
ド
環

境
を
提
供
す
る
。

　

価
格
は
オ
ー
プ
ン
。
貸
与

マ
ー
ク「
床
ず
れ
防
止
用
具
」

取
得
済
み
。

ソ
フ
ト
な
感
触
と

安
定
性
が
特
長
の

ク
ッ
シ
ョ
ン

　

サ
ポ
テ
ィ
ク
ッ
シ
ョ
ン
は

床
ず
れ
や
拘
縮
ケ
ア
、
姿
勢

保
持
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
ク
ッ
シ
ョ
ン

で
、
身
体
と
の
接
触
面
積
が

大
き
く
、
高
い
フ
ィ
ッ
ト
感

が
特
長
。

　

し
っ
か
り
身
体
を
支
え
な

が
ら
、筋
緊
張
を
和
ら
げ
る
。

中
材
に
は
硬
さ
や
大
き
さ
が

異
な
る
同
社
独
自
の
ウ
レ
タ

ン
を
採
用
し
、
８
㎜
キ
ュ
ー

ブ
が
体
重
を
受
け
止
め
、
小

さ
い
４
㎜
キ
ュ
ー
ブ
が
隙
間

を
埋
め
て
安
定
性
を
高
め

る
。

　

ベ
ッ
ド
や
車
い
す
上
で
の

体
圧
分
散
や
拘
縮
な
ど
で
体

が
こ
わ
ば
っ
て
い
る
人
の
筋

緊
張
の
緩
和
な
ど
で
活
用
で

き
る
。

　

価
格
は
９
８
０
０
円
〜

（
税
込
）。
貸
与
マ
ー
ク
「
体

位
変
換
器
」
取
得
済
み
。

　

問
合
せ
は
同
社
（
☎
０
５

０
・
３
１
３
５
・
８
８
５
７
）

ま
で
。

サポティクッション

第26回日本褥瘡学会学術集会
テーマ  ：  次代に向かう褥瘡ケア
会期：2024年9月6日（金）～ 7日（土）
開催方法：会場／オンデマンド配信を予定
会場：アクリエひめじ
運営事務局
春恒社コンベンション事業部 TEL：03-3204-0401／ FAX：03-5291-2176
E-mail：jspu26@c.shunkosha.com
【オンライン登録】
https://sv4.sasj2.net/AMARS/jspu26/login
参加登録費
会員　10,000円、非会員　12,000円、学生　5,000円
登録締め切り10月15日（オンデマンド配信停止10月31日）

　

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

は
先
ご
ろ
、
２
０
２
３
年
度

介
護
労
働
実
態
調
査
の
結
果

を
公
表
し
た
。

12
年
度
以
降
低
下
傾
向
に

あ
る
離
職
率
は
、
13
・
１
％

と
過
去
最
低
を
更
新
。
厚
生

労
働
省
の
「
雇
用
動
向
調

査
」
が
示
す
全
産
業
の
離
職

率
15
％
（
22
年
）
と
比
較
し

て
も
、
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

◇

　
「
離
職
率
は
低
下
（
定
着

率
は
上
昇
）
傾
向
に
あ
る
」

と
答
え
た
事
業
所
に
理
由
を

聞
く
と
、「
職
場
の
人
間
関

係
が
よ
く
な
っ
た
た
め
」
が

63
・
６
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
「
定
着
促
進

に
は
職
場
の
人
間
関
係
が
大

き
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
」
と

分
析
す
る
。

　

ま
た
採
用
率
は
16
・
９
％

で
２
年
連
続
上
昇
。
現
場
の

人
間
関
係
や
残
業
時
間
、
有

給
の
と
り
や
す
さ
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
職
種
別
で
訪
問
介
護
員

と
他
の
介
護
職
員
を
比
較
す

る
と
、
採
用
率

は
ほ
ぼ
同
水
準

な
の
に
対
し
、

離
職
率
は
訪
問

介
護
員
が
１
・
８
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
っ
て
い
る
。

◇

　

一
方
、
従
業
員
の
過
不
足

感
に「
大
い
に
不
足
」「
不
足
」

「
や
や
不
足
」
と
答
え
た
事

業
所
は
64
・
７
％
。
特
に
訪

問
介
護
員
で
は
同
様
の
回
答

が
80
％
を
超
え
て
お
り
、
採

用
率
や
定
着
率
が
上
が
っ
て

も
現
場
の
不
足
感
に
は
追
い

つ
い
て
い
な
い
状
況
が
う
か

が
え
る
。

◇

　

現
在
、
外
国
人
人
材
を
受

け
入
れ
て
い
る
事
業
所
は

13
・
４
％
、
受
け
入
れ
て
い

な
い
事
業
所
は
82
・
５
％
で
、

す
で
に
受
け
入
れ
て
い
る
事

業
所
・
施
設
で
は
82
・
１
％

が
今
後
も
継
続
的
に
受
け
入

れ
て
い
き
た
い
と
答
え
た
。

　

受
け
入
れ
が
ま
だ
の
事
業

所
・
施
設
で
も
39
・
２
％
が

今
後
受
け
入
れ
る
意
向
を
示

し
た
。
こ
れ
を
全
事
業
所
に

対
す
る
割
合
で
換
算
す
る

と
、
受
け
入
れ
に
前
向
き
な

事
業
所
は
全
体
の
45
・
１
％

で
、
前
年
度
の
13
・
１
％
か

ら
大
幅
に
増
え
た
。

◇

　

月
給
制
で
働
く
介
護
職
の

通
常
月
の
月
給
は
、
税
込
平

均
24
万
１
２
９
６
円
で
、
前

年
度
よ
り
３
７
３
９
円（
１
・

６
％
）
高
く
な
っ
た
。

　

職
種
別
で
最
も
高
い
の

は
、
看
護
職
員
の
28
万
１
１

６
円
、
次
い
で
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ

Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
等
の
27
万
６
５
２

５
円
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
の
25
万
１
１
１
５
円
。

　

さ
ら
に
介
護
支
援
専
門
員

25
万
１
０
５
６
円
、
生
活
相

談
員
は
24
万
２
５
３
２
円
、

介
護
職
員
は
22
万
５
９
１
４

円
の
順
と
な
り
、
訪
問
介
護

員
は
22
万
３
１
２
２
円
で
最

も
低
か
っ
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

◇

　

全
従
業
員
の
平
均
年
齢
は

48
・
４
歳
で
、
前
年
度
よ
り

０
・
４
歳
上
昇
し
た
。

　

職
種
別
に
み
る
と
、
介
護

支
援
専
門
員
が
最
も
高
く

53
・
６
歳
（
同
０
・
６
歳
上

昇
）
で
、
う
ち
60
歳
以
上
の

人
が
29
・
４
％
を
占
め
た
。

　

次
い
で
訪
問
介
護
員
が

50
・
５
歳
で
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
49
・
５

歳
、
看
護
職
員
は
48
・

０
歳
、
介
護
職
員
46
・

７
歳
、
生
活
相
談
員

46
・
０
歳
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ

Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
等
は
38
・
６

歳
の
順
と
な
っ
た
（
グ

ラ
フ
３
）。

　

こ
の
調
査
は
、
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

が
昨
年
10
月
に
５
万
１

３
４
５
人
の
介
護
職
を

対
象
に
実
施
。
２
万
６

９
９
人
か
ら
得
た
回
答

（
回
収
率
40
・
３
％
）

を
集
計
し
た
。
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